
国文祭「能楽の祭典」で「鶴亀」を謡う美馬市能楽教室の皆さん（10月28日、安楽寺能楽堂）
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申告 が
必要です！

所得税から住宅ローン
控除額を引ききれなかった方

申告書は下記窓口に備えつけています。
市税務課緯碓52５６０２・５６０３ 木屋平総合支所企画総務課緯碓68２１１２ 脇町税務署緯碓52１２０６

控除しきれなかった分は

住民税（所得割）から控除されます。

税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合

があります。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている

方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）

から控除できます。

Ｑ 「住民税の住宅ローン

控除額の金額は

どう決まるの？」

Ａ「住民税の住宅ローン控除

額」は、「住宅ローン控除可

能額」と「税源移譲前の税

率を用いて算出した所得税

額」のいずれか少ない金額

から「所得税の住宅ローン

控除額」を差し引いた金額

となります。

Ｑ 「どういう場合に、住宅税

の住宅ローン控除の対象

となるの？」

Ａ給与所得者の方については、

平成19年分の給与所得の源

泉徴収票の摘要欄に「住宅

借入金等特別控除可能額」

が記載され、この金額が源

泉徴収票の「住宅借入金等

特別控除の額」より大きい

場合に、住宅税の住宅ロー

ン控除の対象となります。

Ｑ 「平成19年度以降に

入居した場合は？」

Ａ「住民税の住宅ローン控除」の適

用はありません。別途、所得税に

おいて、新たな住宅ローン控除制

度の特例が設けられましたので、

所轄の税務署にお問い合わせく

ださい。

「従来の方式」と「控除率を引き

下げて控除期間を延長する方式

（10年から15年に延長）」の選択制

をとる特例が創設されています。

住宅ローン控除Ｑ＆Ａ

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法住宅税の住宅ローン控除の適用を受ける方

源泉徴収票を添付して市税務課、木屋平総合
支所企画総務課へ提出

所得税の確定申告をされない方

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出所得税の確定申告をされる方

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。

平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年３月17日までに、平成20年１月１日

現在お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

申告期限

平成20年

３月１７日

まで
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所得変動に伴う住民税の還付を受けるため

には申告が必要となります。

平成19年度分住民税を課税した平成19年１月１

日現在お住まいの市区町村へ減額申告書を提出し

てください。他の市区町村へ転居された方は申告

先をお間違えにならないようご注意ください。

平 成 １９ 年 か ら 税 源 移 譲 に よ っ て
所得税・住民税が変わっています。

平成19年に所得が減って
所得税が課されなくなった方

税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受けず、住民税率の

変更による税負担の増加の影響のみを受ける方については、既に納付済の平成19年

度分の住民税額から、税源移譲により増額となった住民税相当額を還付します。

詳しくは、市税務課緯碓52５６０２、碓52５６０３へ。

控 除 額

所 得 税市 県 民 税

保険料全額
上限額50,000円

（保険料）×（１／２）
上限額25,000円

地 震 保 険 料 の み

保険料の額に応じた一定の額を控除
上限額15,000円

保険料の額に応じた一定の額を控除
上限額10,000円

長 期 損 害 保 険 料 の み

それぞれの控除額の合計
上限額50,000円

それぞれの控除額の合計
上限額25,000円

地震保険料と長期損害保険料
の 両 方 が あ る 場 合

平成20年度市県民税（平成19年分所得）から、これまでの損害保険料控除を改組し、あらたに地震

保険料控除が創設されました。なお、経過措置として平成18年末までに契約した長期損害保険料控除

は引き続いて控除できます（短期損害保険料控除は廃止されました）。

地震保険料控除が創設されました！

申告 が
必要です！

身近でよりよい行政サービスを行うため、国（所得税）から地方（住民税）への「税源移譲」が始まりまし

た。それに伴い、ほとんどの方は、平成19年１月から所得税が減り、その分６月から住民税が増えています。

しかし、税源の移し替えなので「所得税＋住民税」の税負担は基本的には変わりません。

申告先

市税務課 緯碓52５６０２、５６０３

木屋平総合支所企画総務課

緯碓68２１１２

申告期間

平成20年

７月１日～31日

まで
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる 国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国 文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文お ど る 国 文 祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
文化庁や徳島県などが主催する国内最大の文化の祭典「第22回国民文化祭・とくしま2007」が10月27日

から11月４日の間に開かれ、美馬市では次のイベントが行われました。

11月4日、脇町劇場オデオン座で開催され、全国から

応募のあったアマチュア創作ビデオ114点のうち、文部

科学大臣賞などに輝いた８受賞作品の上映。また、里

見浩太朗が俳優となったきっかけや青春時代を語った

トークショーなどが行われました。

○文部科学大臣賞「守ってやろう 野生フクロウ」

美馬 正さん（徳島市）

「フクロウの巣立ちを題材に、環境保護について訴え

かけたことを審査員のみなさまに評価していただきま

した。夜行性のフクロウは警戒心が強く、夜の撮影に

大変苦労しました。これからも環境保護を題材に撮影

を続けて行きたいと思っています。」

映像フェスティバル

11月3日、うだつの町並みを中心に開催され、うだつ

劇団寺子屋の子どもたちによる演劇「茂平爺さんの柿」

や由美かおるが美しさを保つ秘けつを語ったトーク

ショー、ストリートパフォーマンスなどが行われ、参加

者の皆さんの目を楽しませていました。

参加者の声

○うだつ劇団寺子屋太一役 大塚健太郎くん（拝西一）

「練習時間は短かったけれど、太一になりきって表現

がうまくできました。」

○うだつ劇団寺子屋 長岡 優さん（西上野南）

「声も出て、とても楽しかった。うまく演じることが

できたと思います。」

10月28日、美馬町安楽寺能舞台・寺町で開催され、全

国から能楽愛好家19団体による仕舞や謡、美馬市能楽

教室のみなさんによる連吟「鶴亀」・狂言「附子」や観

世銕之丞らによる模範演能などが披露され、参加者は

幽玄の世界を堪能しました。

参加者の声

○美馬市能楽教室 鎌村 光悦さん（坊僧）

「緊張しましたが、１年間練習してきたことを、精一

杯謡うことができました。」

○「山形小の会」のみなさん

「スタッフのみなさんも親切で、大変気持ちよく演技

ができました。これを機に徳島で能楽の熱が高まっていけばいいと思います。」

能楽の祭典

吉野川文化探訪フェスティバル
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県内各地から計９チーム約190人が参加。

団体戦、個人戦の部が行われ、子どもた

ちの気合いの入った声が響きました。

大人から子どもまで約200人が参加。美

馬市青年連合会主催で、たくさんの大きな

しゃぼん玉を作って楽しみました。

●美馬市少年柔道大会
（11月3日 脇町武道場）

●しゃぼん玉で遊ぼう
（11月25日 新町公園芝生広場） ９

月
か
ら
文
化
祭
協
賛
行
事
と
し
て

野
球
や
剣
道
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
俳
句
や
詩
吟
な
ど
の
催
し

が
市
内
各
地
で
開
か
れ
、
大
勢
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化第３回 美馬市文化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

文化の祭典『第３回美馬市文化祭』（市文化祭実行委員会主催）が、11月23日から３日間、ＪＡ美馬美馬

支所やうだつアリーナを主会場に開かれました。メイン行事の芸能発表会や芸術作品展覧会などには、連日

多くの人が訪れ、“美馬市の芸術・文化”に親しみました。

●開会式（11月23日 ＪＡ美馬美馬支所）

美馬市文化祭実行委員会の佐藤一夫会長が「文化祭を通して、すばら

しい美馬市の文化をまちづくりに発揮したい」とあいさつ。

オープニングでは、「砂川餅搗保存会」の皆さんが北海道砂川市から

訪れ、餅つきを披露しました。同会は平成９年に砂川市に伝わる餅つ

きの起源を求め、脇町を視察。それから交流が始まり、友好10周年を

迎える今回、美馬市を訪れました。山田昇会長は「餅つきを通じて、

美馬市とさらに交流を深めたい」とあいさつしました。 ▲砂川餅搗保存会のみなさん

市内の教室やサークル22団体（計約140人）が、

民舞や太極拳、三味線などの各種芸能を発表。日ご

ろの練習の成果を披露し、客席からは大きな拍手や

歓声が送られていました。

美馬市文化協会に登録している各種教室や愛好会、

また市内の小・中・高校生の書道や籐工芸、写真な

どの力作約1,600点が展示され、何度も立ち止まっ

て鑑賞する人の姿があちらこちらで見られました。

●芸能発表会
（11月23日 ＪＡ美馬美馬支所）

●芸術作品等展覧会
（11月23日～25日 うだつアリーナ）

▲

民
舞

▲

マ
ン
ド
リ
ン

文化祭協賛行事
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秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋 のののののののののののののののの 叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙秋 の 叙 勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲

秋の叙勲（平成19年11月３日付発令）で、大塚仁さんが瑞宝

双光章を受章されました。

佐
藤
純
子
さ
ん
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る
今
年
度
の
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
で
、
市
の
家
庭
児
童
相
談
員
の
佐
藤
純
子
さ
ん

（
拝
西
一
）
が
特
別
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
１
９
８
４
（
昭
和

）
年
に
家
庭
児

59

童
相
談
員
に
就
任
後
、
徳
島
県
脇
町
福
祉
事
務
所
に
在

駐
。

年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
児
童
福
祉
向
上
に
ご
尽

20

力
さ
れ
ま
し
た
。
美
馬
市
発
足
後
は
、
市
福
祉
事
務
所

に
勤
務
さ
れ
、
児
童
の
健
全
育
成
等
を
目
指
す
相
談
・
援

助
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

故

中
川
勝
昭
さ
ん
に

叙

勲

主
な
経
歴

１
９
７
３
（
昭
和

）
年
に
旧
美
馬
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。
１
９
８
９
（
平
成
元
）

48

年
ま
で
４
期

年
に
わ
た
り
同
議
員
と
し
て
在
職
。
１
９
８
７
（
昭
和

）
年
か
ら
２

16

62

年
間
同
議
会
副
議
長
を
務
め
る
。
２
０
０
７
（
平
成

）
年
８
月
４
日
死
去
。

19

※
『
死
亡
叙
勲
』
は
、
勲
章
の
授
与
の
対
象
と
な
る
べ
き
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
春

秋
叙
勲
と
は
別
に
随
時
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）故

中
川

勝
昭
さ
ん
（
享
年

歳
、
丈
寄
）

77

主
な
経
歴

１
９
６
１
（
昭
和

）
年

36

２
月
徳
島
県
陸
運
事
務
所
に

入
庁
。
１
９
８
６
（
昭
和

）
61

年
４
月
四
国
運
輸
局
徳
島
陸

運
支
局
長
と
な
り
、
鉄
道
部

長
、
企
画
部
長
な
ど
を
歴
任

し
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
４
月
退
職
。
退
職
後
、（
社
）
徳

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
専
務
理
事
。

喜
び
の
声

「
公
務
員
勤
務
の
2
/
3
が
県
外
で
の
単
身
生
活
で
、
家
族
の

健
康
と
職
場
の
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
に
恵
ま
れ
受
賞
で
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
元
気
に
家
内
と
授
賞
式
に
出
席
で
き
ま
し

た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。」

瑞
宝
双
光
章
（
運
輸
行
政
事
務
功
労
）

大
塚

仁
さ
ん
（

歳
、
拝
西
一
）

70

高高高高高高高高高高高高高高高高 齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢 者者者者者者者者者者者者者者者者 叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙高 齢 者 叙 勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲

吉川德智さんが、平成19年５月３日に満88歳を迎えたことか

ら、瑞宝双光章を受章されました。

主
な
経
歴

１
９
４
８
（
昭
和

）
年

23

脇
町
小
学
校
教
諭
と
な
り
、

美
馬
郡
内
の
小
中
学
校
で
勤

務
。
１
９
６
６
（
昭
和

）
41

年
口
山
中
学
校
教
頭
、
１
９

７
０
（
昭
和

）
年
三
好
郡

45

指
導
主
事
を
経
て
、
１
９
７
５
（
昭
和

）
年
初
草
小
学
校
校
長

50

と
な
り
、
１
９
７
９
（
昭
和

）
年
退
職
。
退
職
後
は

年
余
り

54

20

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
脇
町
の
行
事
・
地
域
の
様
子
を
残
す
。

喜
び
の
声

「
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
の
賜
で
受
賞
で
き

ま
し
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

吉
川

德
智
さ
ん
（

歳
、
稲
田
町
）

88
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脇町うだつの町並みにある市指定文化財・吉田家住宅「佐直」で11月26日から12月26日まで「う

だつをいける」と題し、華道家・假屋崎省吾さんがいけた洋

ランの生け花展を開催しています。

假屋崎省吾さんが11月25日に、河野メリクロンより提供

していただいた洋ラン120本を約４時間をかけ、吉田家住宅

12部屋に次々に飾り付け。假屋崎さんは「うだつの町並みや

築215年の歴史をもつ吉田家住宅と洋ランを融合させ、美し

さを表現したい、と心を込めていけさせてもらいました。建

物と着物、花による日本のすばらしい文化をご覧になってほ

しい」と語られました。

26日の開会日には、約300人の方が訪れ、連日多くの方で

にぎわっています。みなさんぜひお越しください。

「うだつをいける」 假屋崎省吾華道展

◆と き 11月26日（月）～12月26日（水）

◆と こ ろ 吉田家住宅「佐直」（うだつの町並み）

◆入場時間 午前10時～午後４時30分

◆入 場 料 500円（通常の入館料で見学できます）

◆特別イベント

コサージュ教室 毎週金曜日 午後1時～２時

【問い合わせ先】美馬市観光文化室緯 碓52１３１６ ▲假屋崎さんの洋ラン作品

▲オンシジウムをいける華道家・假屋崎さん

藤
本
頼
信
さ
ん
に

総
務
大
臣
表
彰

假屋崎省吾 うだつをいける

井
手
義
正
さ
ん
に

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

監
査
委
員
と
し
て
長
年
ご
尽
力
さ
れ
た
藤
本

頼
信
さ
ん
（
宮
北
）
が
、
先
ご
ろ
総
務
大
臣
表

彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん
は
、
平
成
２
年
９
月
か
ら
平
成
17

年
２
月
ま
で

年
６
か
月
に
わ
た
っ
て
、
旧
美

14

馬
町
監
査
委
員
と
し
て
監
査
事
務
に
精
励
さ
れ
、

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

金
﨑
菊
子
さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

中
国
四
国
農
政
局
徳
島
農
政
事
務
所
が
実
施

す
る
各
種
農
林
水
産
統
計
業
務
の
永
年
協
力
者

と
し
て
金
﨑
菊
子
さ
ん
（
横
倉
）
に
、
先
ご
ろ

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

金
﨑
さ
ん
は
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
と
し

て
５
年
に
わ
た
っ
て
同
統
計
業
務
に
協
力
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
大
会
が

月
２
日
、
東
京
厚

11

生
年
金
会
館
で
開
催
さ
れ
、
井
手
義
正
さ
ん

（
大
堂
）
が
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

井
手
さ
ん
は

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

29

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大好
評で
す
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第
３
回
美
馬
市
社
会
福
祉
大
会
（
市
、
美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が

月

日
、
脇
町
祥
雲
閣
で
開
か
れ
、
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

11

26

大
会
で
は
、
地
域
福
祉
向
上
に
貢
献
し
た

人
と
４
団
体
に
表
彰
状
や

28

感
謝
状
が
、
今
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
た

組
と
金
婚
１
１
８
組
に

68

祝
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
脇
町
中
学
校

柴
田
大
輔
く
ん
か
ら
地
域
と
学
校
が
と
も
に

自
主
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
木
屋
平
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
代
表

休
石
フ
ジ
カ
さ
ん
か
ら
中
尾
山
高
原
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
交
流
活
動
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
住
民
参
加
型
の

福
祉
活
動
の
構
築
を
め
ざ
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
を
進
め
て
い
る

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
の
該
当
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
、
平
成

年

月
末
日
現
在
）。

19

10

前
田

秀
夫
・
富
子

脇
川

義

・
芳
子

松
尾

武
義
・
孝
惠

西
條

春
義
・
茂
子

早
川

泰
弘
・
兼
子

近
藤

孝
光
・
義
子

木
野

岩
雄
・
久
香

曽
我
部

弘
・
ハ
ツ
子

佐
和

昇
・
麻
子

吉
田

和
夫
・
ミ
ヨ
子

藤
田

芳
範
・
ト
ヨ
子

西
口

正
一
・
ヱ
ツ
コ

奥
本

秀
夫
・
チ
ヨ
コ

中
本

士
月
・
尚
子

堤

繁
雄
・
テ
ル
コ

中
倉

秋
儀
・
ア
サ
子

松
家

善
正
・
ハ
マ
子

佐
々

勝
義
・
榮

吉
野

定
義
・
シ
ズ
子

青
木

助
市
・
キ
ク
ヱ

秋
田

鶴
雄
・
棟
子

中
村

義
明
・
美
智
子

住
友

藤
夫
・
シ
ヅ
子

黒
川

由
晴
・
ミ
サ
ヲ

武
田

勝
美
・
サ
ツ
子

猪
上

治
夫
・
カ
ツ
ヱ

森
本

善
和
・
シ
ズ
ヱ

飯
谷

稔
・
ミ
サ
ヲ

森
本

春
義
・
キ
ヨ
コ

長
畠

見
・
和
子

新
谷
元
之
進
・
照
子

阿
部

寛
・
今
衛

荒
川

晴
源
・
シ
メ
コ

岡
田

定
春
・
ミ
ヨ
子

梅
津

光
春
・
梅
子

眞
鍋

英
・
亀
子

青
木

源
市
・
ヒ
サ
コ

花
岡
喜
久
藏
・
千
鶴
子

藤
本

鹿
一
・
ミ
ツ
子

谷
本

明

・
キ
ヨ
コ

梶
野

義
夫
・
ヤ
ス
子

近
藤

一
行
・
ミ
ヤ
子

福
島

俊
晴
・
ミ
サ
ヲ

藤
見

茂
・
起
代
子

藤
澤

正
信
・
キ
ク
ヱ

田
中

・
千
惠
子

藤
本

伍
良
・
フ
サ
子

加
藤

文
明
・
茂
香

藤

幸
男
・
サ
カ
ヱ

國
見

治
夫
・
タ
カ
コ

藤
原

秋
芳
・
フ
ク
ヱ

西
村

通
・
勝
子

西
岡

義
隆
・
朝
子

佐
藤

和
夫
・
ツ
ヤ
子

藤
澤

益
夫
・
キ
ヨ
子

石
田

充
市
・
ト
シ
コ

谷
口

宏
・
マ
サ
子

中
野

英
明
・
芳
子

佐
古

政
春
・
節
子

三
笠

年
榮
・
清
子

六
車

明
春
・
雪
子

國
本

和
一
・
ノ
ブ
子

吉
川

德
智
・
ヱ
ミ

寒
川

茂
・
竹
子

笠
井

忠
義
・
愛
子

尾
形

定
夫
・
智
子

竹
岡

敏
夫
・
ミ
サ
子

柴
田

實
・
雅
子

山
下

德
夫

吉
野

定
義

南

與
平

大
塚

潔

武
田

敬
一

武
田

廣

美
馬
市
民
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
四
国

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

脇
町
製
造
所
職
員
一
同

中
川

達
雄

松
原

安
則

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

森
中

順
子

○
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

西
岡

信
男

丸
岡

利
市

藤
田

厚

中
川

元
佑

木
野

修

吉
田

博
重

須
藤

廣
志

中
山

武

土
井

晴
正

森
田

貞
信

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

第
３
回
美
馬
市
社
会
福
祉
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

大

会

長

表

彰

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

婚

（
平
帽
子
西
）

（
西

村
）

（
夏

弥

喜
）

（
大
久
保
碓美
）

（
西

鎌

倉
）

（
木

ノ

内
）

（
長

入
）

（

中

）

（
生
子
屋
敷
）

（
新

名
）

（
喜

来
碓穴

）

（
内

田

下
）

（
神

田
）

（
首

野
）

（
拝

中

南
）

（
昭

和
）

（
池
端
南
部
）

（
土
ヶ
久
保
）

（
中
宗
重
中
）

（
中
山
路
北
）

（
中
山
路
西
）

（
妙

見
）

（
芝
坂
東
）

（
蕨

草
）

（
坊

僧
）

（
昭

和
）

（
昭

和
）

（
惣
立
山
）

（
清
田
上
）

（
西

村
）

（
宮

北
）

（
竹
ノ
内
）

（
中

西
）

（
八

幡
）

（
東

原
）

（
東

原
）

（
藤

宇
）

（
上
棚
田
）

（
上
棚
田
）

（
春

日
）

（
拝
東
北
）

（
拝
西
１
）

（
夏

子
）

（
清
水
下
）

（
清
水
上
）

（
椚

野
）

（
稲
田
町
）

（
西
ノ
久
保
）

（

原

）

（

原

）

（
古

作
）

（
柴
床
南
）

（
柴
床
南
）

（
柴
床
南
）

（
高
校
前
）

（
田

上
）

（
岩

倉
）

（
別
所
浜
東
）

（
木
ノ
内
）

（
木
ノ
内
）

（
野
村
東
）

（
井

口
）

（
井

口
）

（
小

星
）

（
平
帽
子
東
）

（
上
中
野
）

（
南

部
）

（
観
音
堂
）

（
繭

光
）

（
宮

原
）

（
神

田
）

（
東

分
）

（
奈
良
坂
中
）

（
中

屋
）

（
東
成
戸
）

（
調
子
野
）

（
調
子
野
）

（
丸

山
）

（
樫
原
上
）

（
葛

尾
）

（
葛

尾
）

（
川
井
下
）

（
八
幡
碓木
）

（
森
遠
１
）

（
滝
の
宮
）

（
太
合
奥
）

（
川
上
３
）

大

会

長

感

謝

状

逢
坂

元
治

笠
井

豊
信

田
中

一
郎

阪
本

眞
弓

仲

宗
吉

逢
坂

俊
一

高
田

和
快

長
浦

芳
康

㈱
グ
ラ
ン
ド
商
事

平
山

剛

あ
い
お
い
損
害
保
険
株
式
会
社

朝
日
生
命
労
働
組
合東

四
国
支
部

（
野
田
ノ
井
南
）

（
芝

坂

中
）

（
宮

北
）

（
谷

口
）

（
谷

口
）

（
藤

宇
）

（
天

神
）

（
藤

宇
）

（
天

王

下
）
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金

婚

福
永

保
・
関
子

土
井

光
雄
・
エ
イ
コ

小
田

茂
夫
・
惠
美
子

藤
田

武
雄
・
裕
子

中
澤

豊
・
市
子

新
田

清
・
八
重
子

齊
藤

明
・
茂
子

堀

英
二
・
末
子

小
笠
原
正
明
・
定
子

吉
村

定
男
・
久
子

山
本

幸
男
・
菊
子

佐
藤

治
・
重
子

梶
野

繁
行
・
晴
江

松
本
豊
太
郎
・
勝
江

中
川

文
夫
・
琴
江

小
早
川

弘
・
岩
子

小
笠

勝
・
里
永

金
井

安
市
・
雪
子

北
岡

衛
・
ム
ネ
子

田
所

義

・
サ
ワ
ヱ

長
江

十
一
・
澄
子

園
原

芳
造
・
ユ
リ
コ

藤
原

文
二
・
幸
子

井
口

昌
治
・
イ
ツ
子

住
友

邦
夫
・
英
子

陽
山

武
夫
・
勢
津
子

新
開

芳
雄
・
照
子

髙
田

修
身
・
八
重
子

三
宅

和
昭
・
正
嘉

三
宅

隆
治
・
静
枝

井
上

正
利
・
信
子

佐
野

和
吉
・
フ
ジ
子

三
好

幸
男
・
勝
子

香
西

俊
雄
・
千
代
香

（
東
宗
重
北
）

（
駅
中
央
）

（
中
山
路
北
）

（
中
山
路
東
）

（
中
山
路
東
）

（
中
山
路
西
）

（
妙

見
）

（
天

神
）

（
芝
坂
東
）

（
芝
坂
東
）

（
芝
坂
中
）

（
坊

僧
）

（
惣
立
山
）

（
清
田
上
）

（
丈

寄
）

（
西

村
）

（
竹
ノ
内
）

（
竹
ノ
内
）

（
中

上
）

（
八

幡
）

（
沼

田
）

（
東
荒
川
）

（
突

出
）

（
共

進
）

（
共

進
）

（
春

日
）

（
春

日
）

（
春

日
）

（
拝
東
南
）

（
拝
東
北
）

（
拝

中
）

（
拝

中
）

（
拝
西
１
）

（
拝
西
１
）

久
米

輝
章
・
千
代
子

黒
田

一
夫
・
勝
子

福
原

政
夫
・
マ
サ
子

佐
藤

重
義
・
皆
子

中
川
理
三
郎
・
永
子

南

公
夫
・
信
子

北
條

正
則
・
美
代
子

近
藤

嘉
孝
・
ア
イ
コ

中
島

稔
・
キ
ヌ
子

藤
川

孝
士
・
ト
ヨ
子

井
口

朋
納
・
タ
マ
ヱ

佐
々
木

男
・
ヒ
デ
コ

六
車

勝
義
・
明
子

井
口

裕
夫
・
郁
子

藤
本

晶
・
嫁
子

谷

善
一
・
勝
子

佐
竹

利
夫
・
マ
ツ
ヱ

中
川

幸
・
満
子

秦

吉
明
・
敏
子

林

勝
・
英
子

藤
本

信
一
・
君
子

尾
方

勝
彦
・
久
子

和
田

寛
・
秀
子

長
尾

重
利
・
ヒ
サ
コ

上
田

康
秀
・
ト
ク
ヱ

笠
井

髙
夫
・
ツ
ヤ
子

尾
形

勝
美
・
絹
子

三
宅

一
正
・
英
子

正
木

繁
敏
・
フ
サ
子

野
田

信
一
・
秀
子

武
田

照
生
・
博
江

大
久
保
利
夫
・
藤
子

二
木
甲
太
郎
・
文
世

谷
口

和
靖
・
文
江

松
尾

美
良
・
麻
香

秦

敏
明
・
マ
サ
コ

（
拝
西
１
）

（
拝
西
２
）

（
拝

北
）

（
拝

北
）

（
拝

北
）

（
拝

北
）

（
開

拓
）

（
下
曽
江
南
）

（
落

合
）

（
釜
ノ
池
）

（
宮

井
）

（
清
水
下
）

（
清
水
下
）

（
清
水
下
）

（
御
所
野
）

（
金

川
）

（
阿

串
）

（
阿

串
）

（
天
王
下
）

（
山

路
）

（
稲
田
町
）

（
坂
上
町
）

（
西
の
丁
）

（

庄

）

（
土
井
碓脇
）

（

原

）

（

原

）

（
伏

飛
）

（
伏

飛
）

（
高
校
前
）

（
本

町
）

（
島
口
東
）

（
中

町
）

（
中

町
）

（

段

）

（

段

）

宇
民

利
一
・
ア
イ
子

北
岡

竹
治
・
ス
ミ
ヱ

大
西

政
榮
・
美
惠
香

藤
澤

文
良
・
フ
ジ
ヱ

平
田

俊
男
・
翠

出
原

茂
美
・
英
子

國
見

元
市
・
ク
ニ
ヱ

阿
利

朝
則
・
豊
子

谷
川

清
治
・
イ
マ
コ

古
藤

由
勝
・
賴
枝

藤
永

茂
基
・
ヤ
ス
コ

吉
岡

清
春
・
ト
シ
子

原

忠
松
・
ハ
ツ
コ

國
見

長
・
千
惠
子

藤
本

久
富
・
壽
子

藤
本

幸
信
・
德
子

松
﨑

吉
治
・
芳
枝

佐
竹

経
美
・
コ
ト
ヱ

逢
坂
伊
勢
右
ヱ
門
・
敏
子

大
塚

義
文
・
信
子

須
藤

博
昭
・
富
美
江

鈴
木

明
・
敏
子

逢
坂

康
雄
・
京
子

津
川

政
美
・
フ
イ
ノ

大
塚

英
喜
・
佐
知
子

石
川

浩
・
秀
代

中
西
美
三
男
・
秀
子

細
川

鉦
二
・
幸
子

前
田

公
宣
・
晴
子

眞
田

弘
・
歌
子

野
々
村

宏
・
廣
子

細
川

岩
夫
・
ヨ
シ
子

上
谷

達
・
千
惠
子

仲

良
雄
・
島
子

後
藤

良
和
・
笑
子

梶
本

努
・
サ
チ
子

（
新

町
）

（
西
大
谷
奥
）

（
西
大
谷
奥
）

（
東
大
谷
口
）

（
馬

木
）

（
馬

木
）

（
別
所
浜
東
）

（
木
ノ
内
）

（
野
村
東
）

（
野
村
東
）

（
野
村
東
）

（
野
村
西
）

（
井

口
）

（
小

星
）

（
平
帽
子
西
）

（
平
帽
子
西
）

（
芋
穴
２
）

（
東
城
山
）

（
東
城
山
）

（
東
舞
東
）

（
谷

東
）

（
大

原
）

（

舞

）

（

舞

）

（
岩

手
）

（
北
岡
２
）

（

辻

）

（
薮
ノ
下
）

（

柏

）

（

柏

）

（
土

場
）

（
市

場
）

（
上

谷
）

（
尾
山
碓穴
）

（
尾
山
碓穴
）

（
初

草
）

徳島県社会福祉功労者表彰
緒
方

良
明
・
一
子

榎
丸

善
一
・
久
香

土
井

光
・
マ
ツ
子

猪
上

治
一
・
久
子

高
岡

一
成
・
康
子

佐
藤

直
利
・
美
惠
子

内
山

清
・
冨
貴
子

新
谷

一
男
・
梅
子

岡
部

昭
夫
・
史
子

仲
野

正
寛
・
政
師

柿
窪

久
義
・
ミ
サ
コ

中
窪

虎
義
・
愛
子

（
知

野
）

（
知

野
）

（
猿

飼
）

（
丸

山
）

（
成
戸
団
地
）

（
市

初
）

（
八
幡
碓木
）

（
八
幡
碓木
）

（
森
遠
３
）

（
谷
口
上
）

（
太
合
奥
）

（
川
上
３
）

▲大会前のプロローグで踊る脇町幼稚園児

第51回徳島県社会福祉大会（11月６日、県郷土文化会館）で、社会福

祉に功績のあった個人や団体をたたえる表彰があり、美馬市から次の19

人と１団体が受賞されました。（敬称略）

鞄名誉大会長表彰（知事表彰）

○民生委員・児童委員功労者

中本 睦 （東大谷奥） 奥村ヤスヱ（ 宝 ）

○社会福祉事業功労者 梶浦 豊子（古 作）

○ボランティア功労者 西谷 道廣（宗ノ分）

鞄大会長表彰 （県社会福祉協議会長表彰）

○民生委員・児童委員功労者

遠藤 忠夫（拝中南） 逢坂 一吉（東 原） 大塚 仁（三島中央）

金本 勝行（池端北部） 岸田 喜雄（本 町） 武田 嘉彦（川原町碓美）

谷口 文江（中 町） 藤見 幸子（突抜町） 松尾 豊子（中宗重中）

吉田 弘和（長 入）

○ボランティア功労者・団体

篠原 玄雄（西の丁） 濱田 武志（喜来碓美） 三浦 一夫（調子野）

宮浦 和子（古 作） 宮本 貢（天王下） 脇町振興協会
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全国に誇りうる「オンリーワン徳島」を目指し、

県政を県民と共に進めるための意見交換や提言

の場「しゃべり場とくしま」が11月10日、四

国三郎の郷で開かれました。

飯泉知事と牧田市長、パネリストとして田渕

宏樹さん（新町）、美馬元子さん（中宗重西）、

安達英雄さん（岩手上）、青木美智子さん（小星）

が参加。意見交換では、市内の観光振興策や子

育て支援、農林業の推進や地域医療体制の充実

などの質問や提言がされ、これからの県政・市政

の取り組みを市民と共に考える場となりました。

～美馬市について語ろう

しゃべり場とくしまin美馬市～

美馬市内４つの日本酒酒造元で結成された

「美馬市地酒振興会・蔵」（大賀哲会長）主催に

よる、地酒試飲会が、11月１日、ブルーヴィラ

穴吹で開催されました。

同会は、地元でもあまり知られていない地酒

をＰＲし、日本酒の消費拡大を目的に結成され

ました。当日の地酒試飲会では、市内の料亭や

居酒屋等の経営者らを招待し、市内の地酒の良

さをアピール。今後、地元の量販店に地酒コー

ナーの設置を働きかけるなど、活動を強化して

いく予定です。

～美馬市のお酒をもっと飲もう！

美馬市地酒振興会・蔵～

市では、健康増進法の規定に基づき、生涯を通じての健

康づくりを推進していくことを目的に「健康みま21」の策

定を進めています。

10月22日、市民の意見を計画に反映していくために市

民参加のワークショップが開かれました。ワークショッ

プメンバーは乳幼児から高齢期まで年代別に５つのグ

ループに分かれ、ＰＴＡ・学校教諭・消防団・婦人会など

各種団体代表、公募市民ら45人で構成されています。

まず、牧田市長が「市民が健康で暮らすことは膨らみ続

ける医療費の抑制につながっていく。市の健康づくりに

向けて活発な議論をお願いしたい」とあいさつしました。

続いて、大木元美馬保健所長より「健康づくりを支援するためには多様な分野が連携をもって環境を

整備することが大切である」と健康増進計画の必要性についての講話がありました。その後、市担当者

から『美馬市は生涯を通じての「生活習慣病の発症・重症化予防」に向けての取り組みが、今後の美馬

市民の早世・障害の予防やＱＯＬ（生活の質）の向上、また、社会保障の安定につながっていく』との

説明がありました。

また、11月26日の会合では、参加者が世代別に５グループに分かれて「生活習慣病の発症・重症化

予防」に向けてそれぞれがどんな取り組みができるのかについて議論をしていただきました。

～『健康みま２１』市民ワークショップが開催されました～

▲真剣な表情で健康づくりについて話し合うメンバー
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映画監督・路上詩人の軌保博光（のりやす ひ

ろみつ）さん（香川県小豆島在住）の講演会（市

青少年育成センター補導員連絡協議会・江原中

学校主催）が11月８日、江原中学校体育館で開

催されました。

「楽しみすぎでちょうどいい」と題した講演で

は、同校の生徒や聴講者ら約300人が参加。軌

保さんは、路上詩人としての活動や映画作成に

あたっての苦労や経験を基に「何事もやってみ

ないとわからない。」と自身の生き方について楽

しく明るく話しました。

～「楽しみすぎでちょうどいい」

軌保博光氏健全育成講演会～

11月18日に「もの作り教室」（市青少年育成

センター主催）が開かれ、地域の補導員や親子ら

約50人が参加し、ペットボトルロケット作り体

験を行いました。

使用済みペットボトル・牛乳パックを再利用

し、親子で協力しながら作ったロケットの打ち

上げ体験では、予想以上に飛ぶ姿に歓声が上が

りました。子どもたちは「ロケットを作るのが

難しかったが家族や補導員のおじさんにやさし

く教えてもらい嬉しかった」「プシューと水を出

しながら飛んで行くのが楽しかった」と声を弾

ませていました。

～もの作り教室

ペットボトルロケット体験～

近畿地方在住の美馬市出身者で組織する「近畿美馬市ふ

るさと会」の第２回定期総会が、11月10日、大阪市内の

ホテルで開催されました。

定期総会には、会員や来賓ら約120人が出席。平成18年

度の事業報告や収支決算、平成19年度の事業計画などが

審査され承認されました。ふるさと会の井上会長から「設

立後２年目を迎え、ますます美馬市とふるさと会の発展の

ため努力したい」とあいさつがあり、美馬市長や県大阪事

業所長から祝辞が述べられ、定期総会を終了しました。

この後、会員相互の親睦を深めるために懇親交流会が開

かれ、市の特産品の販売、ＰＲビデオの上映、美馬市産の

品々が当たる抽選会などの催しが実施され、各テーブルで昔話に花が咲いていました。最後に、徳島を

思い出しながら、大阪なにわ連と一緒に阿波踊りを乱舞し、楽しいひとときを過ごしました。

また、「郷土美馬市の振興に役立てよう」とチャリティー募金も実施され、井上会長から「青少年の

健全育成に役立ててください」と牧田市長へ贈られました。

※近畿美馬市ふるさと会では、引き続き会員を募集しています。紹介していただける人がある場合は、

市ふるさと振興課緯 碓52８００９ 思 碓53９９１９まで、ご連絡ください。

～「近畿美馬市ふるさと会」 第２回定期総会 開催～

▲大阪市で行われたふるさと会定期総会
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美馬商業高校が、12月23日に京都市で開かれる男子第

58回・女子第19回全国高等学校駅伝競走大会に、男女そ

ろって出場します。

11月4日の同大会県予選会（鳴門市）では、男子８チー

ム・７区間、女子４チーム・５区間で健脚が競われ、男子

は２年ぶり17回目、女子は２年連続３回目の栄冠に輝き

ました。

佐藤克人監督の指導のもと、今日も一丸となって練習に

励む同行陸上競技部の選手たち。男子部の山本真之主将

は「今年やってきたことを、一人ひとりが100％の力を出せ

るように頑張りたい」、女子部の早見真理子主将からは「昨

年、全国大会に出場して得たことの、その経験を活かして頑張りたい」と力強く話してくれました。

～ 高校駅伝 全国へ美馬商がアベック出場～

▲全国高等学校駅伝競走大会に出場する美馬商業
陸上部の選手たち

市民相互の親睦と交流を目的に「第３回美馬市民ゴルフ

大会」（美馬市民ゴルフ大会実行委員会主催）が、穴吹町

の四国カントリークラブで開催されました。

９月28、29日に予選、11月４日に決勝ラウンドが行われ、

延べ約200人のゴルファーが参加。秋晴れの好日に「ナイ

スショット」の歓声が上がり、参加者はゴルフを通じて健

康増進に努めました。

一般の部で伊藤裕章さん（大平台）、シニアレディースの

部は金原正和さん（高校前）がそれぞれ優勝。優勝者やニ

アピン賞などに輝いた方には、市内の各企業や団体から寄

せられた協賛金などで、多数の商品が授与されました。

また、チャリティーホールを設けるなど募金活動も実施。同実行委員会会長から、美馬市社会福祉協

議会へ「地域福祉の向上の役立てて」と寄付金が贈られました。

～第３回美馬市民ゴルフ大会 開催～

▲優勝した伊藤さん（左）と金原さん（右）

第4回オールドマスター軟式野球大会県予選が、10月14

日、海陽町の蛇王球場で開催され、美馬オールド（濱田武

志監督）が勝浦クラブを５対０で下し、優勝を果たしまし

た。

同チームは、美馬市の50歳以上の皆さんで３年前に結

成され、同大会を３年連続で制しています。

11月18日に鳴門市で行われた四国大会では徳島県代表

として、はつらつとしたプレーを披露。惜しくも準優勝に

終わりましたが、濱田監督は「徳島県大会は３年連続で制

することができましたが、四国大会は準優勝に留まってい

ます。来年こそは悲願の優勝を果たしたいです」とさらなる飛躍を誓っていました。

～美馬オールドが徳島県大会 優勝～

▲優勝した美馬オールドの皆さん
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県西部で始めてとなる本格的なフットサルリーグ「うだつアリーナ・フットサル・リーグ」が11月

21日、開幕しました。

美馬市シルバー人材センターが、20・30歳代を中心に人

気が高まっているフットサルを通じ、スポーツ人口の増加

や健康増進に努めたい、と「西部フットサル協同組合（林

静雄代表）」を設立。県西部４市１町から８チームが参加

し、11月から２月まで毎週水曜日に全84試合で競われま

す。参加者からは「県西部ではフットサルの組織がないの

で、県大会や徳島市の大会に参加していました。まったく

知らないチームと試合をすることはいい刺激になります」

と新しいリーグを歓迎していました。

～県西部初のフットサルリーグ 開幕～

▲軽快なタッチをみせる選手たち

今年５月に設立された「美馬市移住促進協議会」およ

び「地域定住アドバイザー」の初回合同会議が11月５日、

委員およびアドバイザー27人の出席のもと、穴吹庁舎で

開催されました。会議は、地域ごとに体験プログラムを協

議するなど、相互の意見交換と交流の機会となりました。

また、市移住交流センター事務局より移住の相談状況に

ついて報告を受けた後、体験プログラムのパンフレット作

成日程の説明、市民の皆さんに「体験・交流・活動」を広

く周知する目的で行う、市内小学生対象の図画募集実施の

提案等が行われました。

同センターでは今後も身近な地域活動を大切にし、継続

可能で無理のない活動を実施していただきたいと考えています。

～ 美馬市移住促進協議会および

地域定住アドバイザー会議 ～

▲真剣な表情で取り組む委員・アドバイザーの
皆さん

美馬市戦没者追悼式が11月16日、うだつアリーナで執

り行われ、遺族や関係者ら約600人が参列しました。

黙とうに続いて、牧田市長が「今日の平和と繁栄が諸霊

の尊い犠牲によって培われたことを肝に銘じ、恒久平和の

ためにより一層の努力を重ねてまいります」と式辞。県知

事や小林市議会議長らが追悼の言葉を述べました。 参加

者全員が日清戦争〔1894（明治27）年〕以降の戦火で亡く

なられた2,041柱の英霊に献花をし、冥福を祈りました。

最後に、遺族を代表して美馬市遺族会の藤川清幸会長（西

成戸）が謝辞を述べました。

～恒久の平和へ願いを 戦没者の冥福を祈る～

▲約600人が参列した美馬市戦没者追悼式
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グラウンド・ゴルフを通して美馬市・吉野川市・阿波市

の交流を図ることを目的に「第３回三市グラウンド・ゴル

フ交流大会」が11月21日、新町公園芝生広場で開催され

ました。

三市のグラウンドゴルフ協会会員ら約370人が参加。２

コースに別れ競技が行われ、参加者は楽しみながら、自慢

の腕を競い合っていました。

美馬市の入賞者は以下の方々です。

Ａグループ優勝 西岡 巌さん（別所浜西）

Ｂグループ３位 北村 茂夫さん（西ノ久保）

～第３回三市グラウンド・ゴルフ交流大会 開催～

▲笑顔で競い合う参加者のみなさん

今年６月から６回にわたり講座が行われてきた「子育て

マイスター養成講座」が11月22日、最終日を迎え、同日

に閉校式が行われました。

閉校式では、牧田市長が「子どもを健全に育てる環境作

りをマイスターの皆さんと共に取り組んでいきたい」とあ

いさつ。今回、子育てマイスターに認定された人は下記の

34人。これから各地域において、子育てに不安を感じたり、

悩んでいる方の相談に応じたり、助言を行うなど、子育て

の匠として活動します。子育てに不安を抱えている方、悩

みを持っている方、お気軽にご連絡ください。

～「子育ての匠」に 子育てマイスター養成講座 ～

平成１９年度子育てマイスター認定者（順不同・敬称略）

電話番号行 政 区氏 名電話番号行 政 区氏 名

碓63 ４８０５入 倉藤 島 園 枝碓53 ８７９７春 日中 川 重 文

碓63 ２５７３宗 ノ 分西 岡 潤 子090-3314-4338拝 西 １桜 木 豊 子

碓63 ４５２５東 原葛 籠 弘 恵碓53 ５６１３拝 西 １藤 田 洋 子

碓53 １０２２東 舞 東大 谷 敦 子碓53 ６６７７清 水 上山 田 元 子

碓52 ０００８観 音 堂大 塚 幸 代碓52 １５４１坂 上 町古 川 篤 子

碓52 ０１８０観 音 堂竹 澤 登志子碓52 ４０５６大 工 町古 野 敬 子

碓52 １４８０西 分藤 川 益 子碓52 ５４２１佐 城三 好 純 子

碓52 １０８９岩 手野々村 彌 生碓52 ０６１９田 上野 田 玲

碓52 １７６６畑 中佃 元 貴碓53 ８０３４井 口河 合 純 子

碓52 １４６５奈 良 坂三 宅 小夜子碓53 ９２１２井 口後 藤 和 代

090-7573-5302明 連 団 地西 内 柾 子碓53 ５４１９井 口原 智恵美

碓53 ０４７９成 戸 団 地高 松 智恵美090-9774-7963北 庄 団 地多 田 敦 子

碓53 ７４３２社会福祉協議会篠 原 裕 之碓63 ２３４１中 宗 重 西藤 本 眞喜子

碓52 ５６０６家庭児童相談員佐 藤 純 子碓63 ２８２０駅 中 央土 井 富美恵

碓52 ５６０６家庭児童相談員佐 藤 郁 子碓63 ３３５９駅 中 央脇 田 美 代 子

碓52 ５６０６母子自立支援員中 村 恵美子碓63 ３４２３中 山 路 南吉 本 和 代

碓53 ２５２８
フ ァ ミ リ ー

サポートセンター
篠 原 理 恵碓63 ３４２４妙 見長 江 裕 子

▲牧田市長㊨から認定書を受けとる講座参加者
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※通知対象生年月日を過ぎて各予防接種を希望される場合は、市健康課母子保健係までご相談ください。日程等は、都合により変更する場合があります。

【問い合わせ先】市健康課緯 碓52８１６０

乳幼児の予防接種や健診等の日程（平成20年１月～３月分）をお知らせします。

平成１９年度 予防接種等日程表

１ 月
予防接種（集団）・乳幼児健診・教室予防接種（個別）

火1

水2

木3

金4

土5

日6

月7

２歳児歯科検診
対象：Ｈ17年7月生火8

１歳６か月児健診
対象：Ｈ18年6月生水9

木10

金11

土12

日13

月14

３歳６か月児健診
対象：Ｈ16年7月1日～11日生麻しん・風しん

（混合）
通知対象：
Ｈ18年1月20日～

Ｈ19年1月14日生

火15

脱臼検診
対象：Ｈ19年8月・9月生水16

子育て相談木17

金18

土19

日20

月21

ＢＣＧ
通知対象：満3か月～6か月未満火22

３歳６か月児健診
対象：Ｈ16年7月12日～31日生水23

キッズルーム木24

金25

土26

日27

月28

乳児健診
対象：Ｈ19年9月生火29

乳児健診
対象：Ｈ19年3月生水30

子育て広場（第２）木31

２ 月
予防接種（集団）・乳幼児健診・教室予防接種（個別）

ＤＰＴ
三種混合

通知対象（初回）
Ｈ19年4月1日～

Ｈ19年9月30日生

金1

土2

日3

月4

２歳児歯科検診
対象：Ｈ17年8月生火5

水6

子育て相談木7

金8

土9

日10

月11

火12

１歳６か月児健診
対象：Ｈ18年7月生水13

パパママ教室木14

金15

土16

日17

ＢＣＧ
通知対象：満3か月～6か月未満月18

火19

３歳６か月児健診
対象：Ｈ16年8月生
（木屋平ＢＣＧ実施日）

水20

キッズルーム木21

金22

土23

日24

月25

乳児健診
対象：Ｈ19年10月生

火26

乳児健診
対象：Ｈ19年4月生水27

木28

金29

３ 月
予防接種（集団）・乳幼児健診・教室予防接種（個別）

土1

日2

月3

火4

１歳６か月児健診
対象：Ｈ18年8月生水5

子育て相談木6

金7

土8

日9

ＢＣＧ
通知対象：満3か月～6か月未満月10

２歳児歯科検診
対象：Ｈ17年9月生火11

３歳６か月児健診
対象：Ｈ16年9月生水12

脱臼検診
対象：Ｈ19年10月・11月生木13

金14

土15

日16

月17

火18

水19

木20

金21

土22

日23

月24

乳児健診
対象：Ｈ19年11月生火25

乳児健診
対象：Ｈ19年5月生水26

キッズルーム木27

金28

土29

日30

月31

市では、保護者の方々にも美馬市の健康状態を知ってもら

おうと、市内小中学校に協力していただき参観日等を利用し

て健康教室を行っています。

10月25日に木屋平小学校で、11月１日は重清東小学校で

開催されました。

美馬市は「糖尿病等の生活習慣病の人が多いが、乳幼児・

学童期を見ると肥満児の割合が多く、小児生活習慣病を発病

している子どももおり、生涯を通じての生活習慣病対策が必

要である」また「保護者自身の方も自分の体の状態を知るた

めに、ぜひ健診を受けていただきたい」と市健康課保健師よ

り説明がありました。

市では、今後も希望があった小中学校保護者への普及啓発に努めていきます。

保護者の方々へ ～美馬市の健康状態を伝えよう～

▲木屋平小学校で開かれた健康教室
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煙日時 12月22日（土）

午後２時～午後２時30分

煙場所 脇町図書館こども室

楽しいお話しや、紙しばいをし

ます。

（ボランティアグループたんぽぽ）

＊＊＊ ＊＊＊おはなし会

月

日
（
土
）
か
ら
１
月
３

12

29

日
（
木
）
ま
で
の
間
、
市
役
所
の

業
務
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
休
み
期
間
中
、
市

役
所
各
庁
舎
で
日
直
者
が
死
亡

届
、
出
生
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
受

け
付
け
は
し
ま
す
が
、
そ
の
他

の
一
般
事
務
は
取
扱
を
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

月

日
（
日
）
は
「
月
曜
日

12

30

が
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
地
区
」

を
収
集
し
ま
す
。

ま
た
、

日
（
日
）
の
み
午
前

30

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
間
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
美
馬
へ
ご

み
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
粗
大
ご
み
な
ど

は

日
（
金
）
ま
で
に
お
持
ち
込

28
み
く
だ
さ
い
。

月

日
（
月
）
か
ら
１
月
３

12

31

日
（
木
）
ま
で
の
間
は
、
ご
み
の

収
集
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

送
）
お
よ
び
防
災
無
線
（
美
馬
地

区
）
に
よ
る
通
常
の
行
政
放
送
は

お
休
み
し
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
放
送
の
３
チ
ャ

ン
ネ
ル
（
ラ
ジ
オ
放
送
）
と
４

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
軽
音
楽
等
）
は
通

常
ど
お
り
放
送
し
ま
す
。

な
お
、
１
月
１
日
（
火
）
の
午

前
７
時

分
と
午
後
７
時
か
ら
、

30

「
市
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ
」
を
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。

●
オ
フ
ト
ー
ク
に
つ
い
て
は

市
ふ
る
さ
と
振
興
課

緯
碓52
８
０
０
９

●
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は

市
危
機
管
理
課

緯
碓52
１
６
７
７

脇
町
図
書
館
と
穴
吹
図
書
館

は
、

月

日
（
金
）
か
ら
１
月

12

28

４
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
休
館
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

脇
町
図
書
館
緯
碓53
９
６
６
６

穴
吹
図
書
館
緯
碓52
１
１
０
０

意
く
だ
さ
い
。
年
末
年
始
の
期

間
中
、
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
美
馬
環
境
整
備
組
合

緯
碓52
２
４
９
６

美
馬
市
葬
斎
場
は
、
１
月
１

日
（
火
）
と
翌
２
日
（
水
）
を
休

業
し
ま
す
。
美
馬
西
部
共
立
火

葬
場
組
合
は
、
１
月
１
日
（
火
）

を
休
業
し
ま
す
。

吉
野
川
環
境
整
備
組
合
は
、

月

日
（
土
）
ま
で
し
尿
の
受

12

29

け
入
れ
を
行
い
、

月

日

12

30

（
日
）
か
ら
１
月
６
日
（
日
）
ま

で
の
間
は
、
受
け
入
れ
を
休
止

し
ま
す
。

●
吉
野
川
環
境
整
備
組
合

緯
碓52
２
３
８
８

月

日
（
土
）
か
ら
１
月
３

12

29

日
（
木
）
ま
で
の
間
、
オ
フ
ト
ー

ク
放
送
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
定
時

放
送
）
と
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
再
放

葬
斎
場
・
火
葬
場

年

末

年

始

の

各
種
業
務
の
お
知
ら
せ

市
役
所
の
業
務

図
書
館

ご
み
の
収
集

し
尿
の
受
け
入
れ

オ
フ
ト
ー
ク
・

防
災
行
政
無
線
放
送

お持ちですか？お薬手帳！

★どのように使うの…？

・まずは…薬局に行かれる時、必ずお薬手帳をお持ちになっ

て、処方せんを一緒にお出し下さい。

・薬局ごとに何冊も貰う必要はありません。いつも同じもの

をお持ちになって下さい。

・書かれているお薬の情報をよく読んで下さい。

・疑問に思ったことは、薬剤師にご相談下さい。

美馬市薬剤師会緯 碓53９２２２

お薬手帳とは・・・・
★お薬の名前や飲む量

などを記載

★お薬の利点（効果）

を記載

★お薬の飲み合わせ予

防対策

平成20年１月１日から３月31日

までの期間、冬季休館します（コ

テージ棟含む）。

●問い合わせ先

美村が丘緯碓52５６５０ 、

ふるさとわきまち㈱緯碓53８５９９

「美村が丘」
冬季休業のお知らせ
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日
ご
と
に
寒
く
な
り
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
・
年
始
に
か
け

て
、
忙
し
さ
の
あ
ま
り
暖
房
器

具
な
ど
の
取
り
扱
い
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
、
火
災
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末
に

は
十
分
注
意
し
、
尊
い
生
命
、
大

切
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

消
防
本
部
（
署
）
と
消
防
団
で

は
火
災
を
予
防
す
る
た
め
、
12

月

日
（
金
）
か
ら

日
（
日
）

28

30

ま
で
年
末
警
戒
を
実
施
し
、
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
警
備
の
強

化
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

美
馬
市
消
防
本
部
予
防
課

緯
碓52
３
０
６
１

消

防

年
末
・
年
始
の
火
災
予
防

年
末
年
始
は
、
交
通
量
の
増
加

な
ど
に
伴
い
交
通
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
な
い
明

る
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

歳
以
上
の
運
転
手
は
「
高
齢

70
者
運
転
標
識
」
の
表
示
し
、
歩
行

中
や
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
反

射
材
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
他
の

運
転
者
等
に
自
己
ア
ピ
ー
ル
を

し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
と
反
射
材
の
活
用

夕
暮
れ
時
は
、
物
が
見
え
に
く

く
な
る
こ
と
に
加
え
、
仕
事
か
ら

の
解
放
感
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み

な
ど
に
よ
っ
て
交
通
事
故
の
危

険
が
増
し
ま
す
。
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
、
反
射
材
の
利
用
を
心
が

け
、
周
囲
に
自
己
の
存
在
を
認
識

し
て
も
ら
い
、
安
全
性
を
高
め
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
全
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
使
用

車
に
乗
る
者
に
と
っ
て
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
は
ま
さ
に
命
綱
で
す
。

安
全
に
思
わ
れ
る
後
部
座
席
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
け

れ
ば
、
シ
ー
ト
や
ド
ア
に
激
し
く

た
た
き
つ
け
ら
れ
た
り
、
車
外
に

放
り
出
さ
れ
る
な
ど
、
死
亡
事
故

に
つ
な
が
る
確
率
が
高
ま
り
ま

す
。
す
べ
て
の
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
る
よ
う
に
促
し
ま

し
ょ
う
。
同
様
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
使
用
し
、
子
ど
も
の
安

全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
撲
滅

お
酒
を
飲
む
機
会
が
ふ
え
る

年
末
年
始
。
軽
い
気
持
ち
で
飲

酒
運
転
を
し
て
し
ま
う
人
が
い

ま
す
が
、
わ
ず
か
な
飲
酒
で
も
注

意
力
や
視
機
能
な
ど
が
確
実
に

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
本
当
に
危
険
で
す
。
罰

則
も
強
化
さ
れ
、
軽
い
気
持
ち
で

も
重
い
代
償
が
待
っ
て
い
ま
す
。

飲
ん
だ
ら
絶
対
乗
ら
な
い
、
乗
ら

せ
な
い
を
合
い
言
葉
に
「
飲
酒
運

転
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

交

通

年
末
年
始
も
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
安
心
・
安
全

「
火
は
み
て
る

あ
な
た
が
離
れ
る
そ
の
時
を
」

飲酒運転の罰則強化（道路交通法一部改正：平成19年９月19日施行）

●酒気帯び運転（体内アルコール濃度が呼気１渥中0.15㎎

以上または血液１ｍ渥中0.3㎎以上）

●酒酔い運転（飲酒量にかかわらず、言語動作が正常でな

いなど、酩酊状態で運転する行為）

●ドライバー

３年以下の懲役または50万円以下の罰金

※違反点

①アルコール濃度が呼気１渥中0.25㎎ 以上または血液

１ｍ渥中0.5㎎以上の場合…13点

②アルコール濃度が呼気１渥中0.15㎎以上0.25㎎未満

または血液１ｍ渥中0.3㎎以上0.5㎎未満の場合…６

点

●車両の提供者

３年以下の懲役または50万円以下の罰金

●酒類の提供者

２年以下の懲役または30万円以下の罰金

●同乗者

２年以下の懲役または30万円以下の罰金

●ドライバー

５年以下の懲役または100万円以下の罰金

※違反点…25点（即、免許取消）

●車両の提供者

５年以下の懲役または100万円以下の罰金

●酒類の提供者

３年以下の懲役または50万円以下の罰金

●同乗者

３年以下の懲役または50万円以下の罰金

※ただし、ドライバーが酩酊状態であることを知らな

かった場合は「２年以下の懲役または30万円以下の

罰金

●酒気帯び呼気検査拒否（呼気検査を拒否・妨害する行為）

３月以下の懲役または50万円以下の罰金
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国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の

納
期
限
は

月

日
（
金
）
で
す
。

12

28

納
付
書
を
確
認
の
う
え
、
納
期

限
内
に
近
く
の
金
融
機
関
、
ま

た
は
市
役
所
各
庁
舎
の
会
計
課

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
は
、

月

日
に

12

28

指
定
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と

な
り
ま
す
の
で
、
預
貯
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
緯
碓52

５
６
０
２
、
緯
碓52
５
６
０
３
へ
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
有
権
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

で
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調
査
し

調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

者
。

③

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

10き
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業

生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は

社
員
で
、
耕
作
従
事
日
数
が
年

間
お
お
む
ね

日
以
上
の
者
。

60

●
問
い
合
わ
せ
先

市
農
業
委
員
会
事
務
局

緯
碓63
５
２
６
７

平
成

年
版
の
農
業
日
誌
、

20

新
農
家
暦
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

購
入
希
望
者
は
、
左
記
の
市

役
所
各
課
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
代
金
と
引
き
替
え
に
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。
代
金
は
、
農

業
日
誌
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
日

誌
が
１
，
３
０
０
円
、
新
農
家
暦

が
３
５
０
円
で
す
。

○
穴
吹
庁
舎
農
政
課

○
脇
町
庁
舎
総
合
窓
口
課

○
美
馬
庁
舎
総
合
窓
口
課

○
木
屋
平
総
合
支
所
経
済
建
設
課

な
お
、
購
入
で
き
る
期
間
は
、

月

日
（
金
）
ま
で
で
す
。

12

28

●
問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
緯
碓52
２
６
３
３

す
。こ

の
申
請
書
を
提
出
し
て
い

な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
資
格
の
あ
る
方
は
忘
れ
ず

に
自
治
会
長
を
通
じ
て
平
成
20

年
１
月

日
（
木
）
ま
で
に
市
農

10

業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
外
で
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
る
人
や
、
相
続
な
ど

で
新
た
に
農
業
経
営
を
始
め
た

人
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
登

載
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
資
格
要

件
に
当
て
は
ま
る
人
で
、

月
12

中
に
登
載
申
請
書
が
届
か
な
い

人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
名
簿
登
載
の
資
格
要
件

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成

年
３
月

日
現
在
で
満

歳

20

31

20

以
上
（
昭
和

年
４
月
１
日
以
前

63

に
生
ま
れ
た
者
）
で
次
の
事
項
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
す
。

①

ア
ー
ル
（
１
，
０
０
０
平
方

10メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
。

②
①
の
農
業
経
営
者
と
同
居
し

て
い
る
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
耕
作
従
事
日
数
が

年
間
お
お
む
ね

日
以
上
の

60

平
成

年
版

20

農
業
日
誌
、
新
農
家
暦
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
の
購
入

税

金

国
民
健
康
保
険
税

第
３
期
の
納
期
限

農

林

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請
書
手
続

き
に
つ
い
て

ひとり親家庭の皆さんへ

『弁護士による法律相談と講演』
国土交通省四国地方整備局

からのお知らせ
吉野川流域住民の意見を聴く会

市民の皆さまから今後の吉野川の川づくりに

ついてご意見をお聴きするための会を開催しま

す。

◆と き 平成20年1月20日（日）

午後１時～５時（受付：正午～）

◆ところ 四国三郎の郷交流体験棟交流体験室

徳島県母子寡婦福祉連合会では県西部のひと

り親家庭の皆さんを対象に、弁護士による法律

講座を開催します。

養育費や自己破産など、身近な問題について

分かりやすく教えてくれます。同伴されるお子

さんは、別室にてアドバルーンで遊べます。

この機会に親子そろって参加してみませんか。

●と き 平成20年１月27日（日）

午後１時30分～午後４時

●場 所 三好市保健センター２階

（三好市池田町シンマチ）

●講 師 大西 聡弁護士
※参加を希望される人は、平成20年１月10日（木）までに
申し込みをしてください。

●申し込み・問い合わせ先

市児童・障害福祉課緯 碓52５６０６
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●
と

き

平
成

年
１
月
３
日
（
木
）

20

午
後
０
時

分
か
ら
受
付
開
始

30

●
と
こ
ろ

う
だ
つ
ア
リ
ー
ナ

●
対
象
者

昭
和

年
４
月
２
日
か
ら
昭

62

和

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

63
れ
た
美
馬
市
内
中
学
校
卒
業
者

お
よ
び
美
馬
市
内
在
住
の
成
人

と
な
ら
れ
る
人

※
本
年
度
よ
り
木
屋
平
地
区
の

成
人
式
は
廃
止
と
な
り
、
市

全
体
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

緯
碓63
２
１
７
７

●
と

き

１
月
９
日
（
水
）

午
前
９
時
～
正
午

成
人
式
の
案
内

●
と
こ
ろ

・
脇
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
美
馬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
穴
吹
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
つ
る
ぎ
の
里

●
問
い
合
わ
せ
先

市
人
権
課
緯
碓52
８
０
１
０

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が

月
１
日
か
ら

日
ま
で
実
施

12

31

さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
福
祉
委
員
や
民
生

委
員
の
方
々
が
募
金
の
お
願
い

に
あ
が
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
で
多
額
の
募
金
が
集
め

ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
募
金
は
、
左
記
の

と
お
り
配
分
さ
れ
、
各
地
域
の

民
生
委
員
の
方
が
年
末
ま
で
に

配
分
金
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
要
援
護
者
へ
の
支
援

寝
た
き
り
高
齢
者
（

歳
以
上
、

65

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
）、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
（

歳
以
上
）、

77

高
齢
者
世
帯
（

歳
以
上
）

77

●
組
織
・
団
体
へ
の
支
援

心
身
障
害
児
（
者
）
会
、
母
子

寡
婦
福
祉
会
、
更
生
保
護
女
性

会
、
父
子
家
庭
の
現
状
を
考
え

る
会
、
や
よ
い
寮

●
そ
の
他
の
支
援

住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活

動
費
、
小
地
域
生
活
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
費
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

緯
碓53
７
４
３
２

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

募

金

寄
付
す
る
人
も

募
る
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
～

徳島県の最低賃金 身近な犯罪

防ぐあなたの110番
①何があった

不審な人影なども

②どこで（場所）

近くの目じるしは

③いつ

○時○分ごろ

④犯人は

どの方向へ服装や人相は

⑤いまどうなっている

⑥住所で名前、電話番号

110番はあわてず落ち着いて伝えましょう。
佼 佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼

耳や言葉等の不自由な人は

メール110番（toku110@pipopa.ne.jp）

ＦＡＸ110番（０８８ 655３１１０）

～必ず現在いる場所と事件名を送信してください～

守ろう！確かめよう！この最低賃金

●地域別最低賃金（効力発生日：平成19年10月21日）

時間額件 名

６２５ 円徳 島 県 最 低賃金

●産業別最低賃金（効力発生日：平成19年12月21日）

時間額件 名

６５２ 円
紡績、織物業

（平成15年12月21日改訂）

７６２ 円
造作材・合板・建築用
組立材料製造業

７７９ 円一般機械器具製造業

７３３ 円
電気機械機器、情報通信機械器具、電子
部品・デバイス製造業

《問い合わせ先》
徳島県労働局賃金室緯０８８ 652９１６５
または最寄りの労働基準監督署へ
徳島労働局ホームページ
http://www.tokushima.plb.go.jp/

煙煙煙煙煙 献 血 煙煙煙煙煙

次の日程で移動献血車が来ます。献血

に協力してください。

12月18日（火）

▼西部総合県民局美馬庁舎（脇町）

午前10時～午後１時

▼折野病院（美馬町）

午後２時30分～午後４時

相

談

特
設
人
権
相
談
所
開
設

110番通報

６つの

ポイント
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平成20年４月より 昨年の制度改正平成20年４月から

70～74歳の人の自己負担割合

※（現役並み所得者３割）

70～74歳の人の自己負担割合

※（現役並み所得者３割）

１１割割

平成２０年４月から 後期高齢者医療制度がはじまります

新しい制度のポイント
被保険者証は？

【問い合わせ先】市保険年金課緯 碓52５６０１ 思 碓52１２４７

●高齢者医療制度の見直し
70～74歳（現役並み所得者以外）の窓口負担について

平成20年４月から平成21年３月までの１年間窓口負担が１割に据え置かれます。

保険料の徴収は？

原則として、年金から徴収されます。ただし、年金額が年額18万円未満の方や介護保険料と後期高

齢者医療保険料を合わせた額が年金額の2分の１を超える方については、年金からの徴収は行われず、

納付書や口座振替等により、美馬市に個別に納付していただくことになります。

給付について

後期高齢者医療制度では、現行の老人保険制度と同様に給付が受けられます。病気やけがで医療機

関等にかかるときは、医療費の１割（現役並み所得者は３割）を自己負担します。給付に関する申請

や届出の受付は、美馬市の後期高齢者医療担当窓口で行います。

《制度加入直前に被用者保険の被扶養者であった方の保険料についての特別対策》

平成19年10月30日に与党において次の対策がとりまとめられました。

保険料負担を凍結 保険料負担を９割軽減

↓
20年４月

↓
20年10月

↓
21年４月

保険料負担を公平にします

高齢者の方々は、負担能力に応じて公平に保険料を負担していただくことになります。

また、原則として、徳島県内で同じ所得であれば同じ保険料になります。

保険料 ＝ 被保険者均等割 ＋ 所得割
（１人当たり平均70,331円） （一人当たり年額40,774円） （所得額×7.43％）

１人当たり平均保険料 月額 ５,８６０円

75歳以上の方、一人ひとりに被保険者証を交付します。

平成20年３月中に被保険者に郵送します。

据え置き
２２割割
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年 金 加 入 記 録 の 確 認 に つ い て

年金加入記録についての相談は、県内の社会保険事務所等の窓口で行っているほか、専用フリーダイヤルや

インターネットからも確認ができます。ぜひともご利用ください。

場 所日 時

穴吹農村環境改善センター01月10日（木）午後01時30分～午後3時

美 馬 高 齢 者 セ ン タ ー
（デイサービスセンター池月苑隣）

12月15日（土）午前09時30分～午前10時
01月19日（土）午前09時30分～午前11時

脇 町 福 祉 セ ン タ ー
12月19日（水）午前10時～午前11時30分
01月16日（水）午前10時～午前11時30分

つ る ぎ の 里未定（社協までお問い合わせください。）

参加対象者は、０歳から

就学前の子どもとその保護

者。妊娠中の人も参加でき

ます。参加費は、子ども一

人につき１回100円（おやつ、

材料代等）です。気軽に参

加してください。

【申込・問い合わせ先】 美馬市社会福祉協議会緯 碓53７４３２

“気軽に・無理なく・楽しく・自由に”『ふれあい子育てサロン』の案内

美馬高齢者センターでの子育てサロンは中学生がボランティアで参加してくれます。

【問い合わせ先】阿波半田社会保険事務所緯 碓64３１２８

年金を受給されていない人は、社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/)「年金個人情報提供サー

ビス」から、ユーザーＩＤ・パスワードを取得していたたければ、いつでも年期記録がパソコンで確認できます。

社会保険庁の

ホームページへアクセス
申し込み

ユーザーＩＤ・

パスワードが郵送

２週間程

電 話 相 談

インターネット

年金記録照会専用フリーダイアル
お手元に届いた回答票の
問い合わせや一般年金相談は

■24時間、土・日曜日も対応

●電話では、原則として、皆さまの基礎年金番号

や生年月日をお尋ねし、後日、回答票を郵送し

ています。

※ご自身の基礎年金番号（年金手帳に記載しています）

をご用意ください。

■月～金曜日：午前８時30分～午後５時15分

※月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７時ま

で受け付け

■第２土曜日：午前９時30分～午後４時

※祝日、12月29日～１月３日はご利用できません。

「ねんきんあんしんダイヤル」

０１２０ ６ー５７８３０

「ねんきんダイヤル」

０５７０ ０ー５ １ー１６５
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三頭山中継局から地上デジタル放送が始まります！

昨年10月に徳島県で開始した地上デジタル放送は、順次エリアを拡大しているところです。12月22日（土）

には、美馬町の三頭山から地上デジタル放送が始まる予定です。おおむね図に示した地域のご家庭では、ＵＨ

Ｆアンテナとデジタルチューナーまたはデジタルテレビを個別に設置することにより地上デジタル放送をご

覧になれるようになります※1。

なお、現在のアナログ放送は2011年7月24日までに終了します。

※1 現在アナログ放送を送信している美馬中継局とは、中継局の場所と受信できる範囲が異なりますのでご注意くださ

い。また、地域によっては、既に開局している阿波中継局や池田中継局の方が良好に受信できる場合もあります。

三頭山中継局の地上デジタル放送エリア

【問い合わせ先】総務省四国総合通信局放送課緯０８９ 936５０８０

■□◇森を木づかう住宅資金貸付制度のご案内■◇□
－認証木材を使用して新築・リフォームされる方に金利優遇を実施します－

徳島県内で生産された木材がたくさん利用されることで、県土の保全や地球温暖化防止につなが

ります。あなたの「木づかい」をお待ちしています！！

【貸付の内容】

認証木材使用リフォーム（リフォーム、増改築）認証木材使用住宅（新築、建売）

９００万円２,０００万円上 限 金 額

2.3％（平成19年10月時点：金利は金融情勢により変動する場合あり）

詳しくは、取扱金融機関の店頭または県ホームページでご案内しています。
貸 付 金 利

各取扱金融機関の定めによります。そ の 他

【受 付 期 間】 平成20年３月31日まで

【取扱金融機関】 阿波銀行、徳島銀行、四国銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、阿南信用金庫、

徳島県農業協同組合連合会、徳島県漁業協同組合連合会

【問い合わせ先】 徳島県農林水産部林業振興課木材生産流通担当（緯０８８ 621２４４８）

《この制度による住宅ローンの金利優遇は、取扱金融機関の協力により実施されています》

※エリア内にあっても、地形やビルの影響、電波の伝搬状況などに

より受信できない場合があります。
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いい汗 笑顔で みんな元気！

第３回うだつコミスポフェスティバル交流会開催
（主催／うだつコミュニティスポーツクラブ）

子どもから高齢者まで幅広く、スポーツレクリエーションを軸として、親睦と交流を図るため、うだ

つコミスポフェスティバルを開催します。

●と き 平成19年12月16日（日）

午後１時30分～午後４時30分

●場 所 うだつアリーナ

●内 容

・ニュースポーツの体験 ・ニュースポーツラリーゲーム

・重さ当てクイズ など

●参加資格 会員と参加希望者（参加無料）

※参加される人は運動のできる服装で体育館シューズ、飲み物をご持参ください。

【問い合わせ先】うだつコミュニティースポーツクラブ緯 碓52３１１３ 思 碓53２４２５

美馬市脇町新町196番地（うだつアリーナ内）

沼田地区は、平成16年に災害時要援護者対策を主として自主

防災組織（藤澤 進会長118世帯）を設立し、以後、定期的に防

災訓練や講習会、勉強会を行ってきました。平成19年４月には

消防庁から「地域安心安全ステーションモデル地区」に選定され、

現在は地元の消防・警察などと連携を図りより具体的・実践的な

訓練を実施し、防災啓発活動に取り組んでいます。

市は沼田地区を防災・防犯活動の先進地と位置づけ、（財）自

治総合センターの宝くじ受託事業収益金を財源とする「平成19年

度コミュニティー助成事業」（地域安心・安全ステーション対象

分）により、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）や発電機、ヘルメッ

トなど防災資機材の整備を図りました。

▲コミュニティー助成事業で購入した防

災資機材

美馬町沼田自主防災会が「安心・安全ステーション」に選定

最近の鳥インフルエンザ発生状況については、日本国内では平成19年５月に清

浄国に復帰していますが、国外では７月にドイツで感染が確認され、欧州では未だ

感染の拡大が懸念されます。

県内の養鶏関係者は「ゼロの付く日は一斉消毒日」と定め、防疫の徹底により鳥

インフルエンザの発生防止に努めており、愛玩鳥飼育者の方々にもご協力を呼び

掛けています。

市では、鶏やチャボ、烏骨鶏などを屋外で飼育している愛玩鳥飼育者の方を対象に、消毒薬１リット

ル分（１戸あたり１本）を無償で配布します。次の各課に備えていますので、必要な方は12月26日

（水）までに受け取りに来てください。なお、農政課には常備しています。

○穴吹庁舎農政課 ○脇町庁舎総合窓口課 ○美馬庁舎総合窓口課 ○木屋平総合支所経済建設課

【問い合わせ先】市農政課緯 碓52２６３３

「鳥インフルエンザ消毒薬」を無償で配布します
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中国には56個の民族があり、漢族と55の少数民族があります。

その少数民族の中の26個は雲南省にあります。

今回は私のふるさと雲南省の少数民族を紹介します。

雲南省の26個の少数民族の中に、人口が4,000人以上の少数

民族は25個があります。

それは彝（イー）族、白（ペー）族、哈尼（ハニ）族、壮（チ

ワン）族、傣（タニ）族、苗（ミャオ）族、傈僳（リス）族、

回（フイ）族、拉祜（ラフ）族、佤（ワ）族、纳西（ナシ）族、

瑶（ヤオ）族、藏（チベット）族、景颇（チンプオ）族、布依

（プイ）族、普米（プミ）族、怒（ヌー）族、阿昌（アチェン）族、

德昂（ドアン）族、基诺（ジーヌオ）族、水（シュイ）族、蒙

古（モンゴル）族、布朗（ブラン）族、独龙（トーロン）族、

满（マン）族です。全省の少数民族総人口の３分の１を占めます。

26個の少数民族は自分たちの言葉、服装、歴史、信仰、お祭

りなどをもっています。

その中の一つ大理市の白（ペー）族を紹介します。白族の人

口は約159万人、雲南省には約134万人います。その中の80％

以上は大理ペー族自治州に住んでいます。白族の人たちは唐代

の頃から漢字を基礎とする四角形の白族の文字を使いはじめ、

それによって白族の言葉を記録してきました。

白族は仏教を信仰しています。白族は長い歴史をもっていて

文化が発達した民族です。

白族のお祭りは「繞三靈」「石宝山歌会」「本主節」「遊海会」

「松明節」など、たくさんあります。

白族のいろいろな祭りの中の二つを紹介します。「石宝山歌会」とは若者のお祭りです。祭りでは着

飾った若い男女がダンスをしたり、白族独特な民謡をうたったり、一種のお見合いの場ともなっていま

す。「三月街」とは、大理で1,000年以上も続く祭りです。別名観音節とも言われ、毎年旧暦３月15日

に始まり期間は１週間。近郊からも少数民族が集まり、大変にぎやかなバザールです。竜踊り、競馬、

掛け合いの歌合戦などが行われています。

国際交流員レポート⑦

雲南省の少数民族文化

張 雪 静さん
チョウ セツ セイ

サッカーＪ２リーグ戦、徳島ヴォルティスは12月１日（第52節）の対ベガル

タ仙台戦（アウェイゲーム）を最後に２００７シーズンを終了しました。

この１年間、皆さまからの温かい応援ありがとうございました。来シーズン

の飛躍を期待するとともに、変わらぬご声援をどうぞよろしくお願いします。

◆問い合わせ先 ㈱徳島ヴォルティス 緯０８８672７３３９ ホームページhttp://www.vortis.jp/

サッカーＪ２「徳島ヴォルティス」応援ありがとうございました！

▲彝（イー）族 ▲白（ペー）族

▲哈尼（ハニ）族 ▲傣（タイ）族
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こんにちは、みなさん。シンテルクラース祭りは楽しかったです

か？えっ、シンテルクラース祭りって何ですか？ですって。それは、オ

ランダ特有の祭りなんですよ。

シンテルクラースというのはおしゃれな服を着てとても格好よくて、

何百年も生き続けている神聖な方で、そのシンテルクラースが、毎年

１１月中旬から１２月５日まで、スペインから大きな船でやって来て、

オランダを訪問してくださるんです。目的はオランダの子どもたちに

プレセントを上げることです。でも、シンテルクラースはもう大分年

を取っていて、一人でその仕事をするのがちょっと無理なので、助手

達を何千人も連れて来ます。助手達は皆「ピト」と言われ、仕事用の

道具として大きな織物の袋（プレゼントでいっぱい！）と小枝のむち

をもっています。

オランダではシンテルクラース祭りが次のように祝われています。

●11月中旬

シンテルクラースとピトたちがオランダのどこかの港に船で到着します。

●11月中旬～12月４日

真っ白い馬に乗っているシンテルクラースと、歩いているピト達がオランダを一周歩き回ります。夜

暗くなると、家の屋根の上を歩きます。

だから、この期間毎晩オランダの子どもたちは、寝るちょっと前に、自分の靴の一つを煙突の下か、

（家に煙突が無い場合には）玄関の扉の前に置いておきます。（シンテルクラースの馬のために靴の中に

美味しい人参を残す場合も多いです。）そして、どこか近くの屋根の上にいるシンテルクラースの注意を

引いて、喜ばせるために、きれいな特別なシンテルクラースの歌をうたいます。それが終わったら寝ま

す。そうすると、次の朝起きる時に靴の中にシンテルクラースからの素敵なプレセントが入っている事

には絶対間違いないです。

「プレゼントをどうやって靴に入れるんですか？」それは、シンテルクラースから指示をもらったピト

さんが、煙突から家に入るんです。だからピトさんの顔はいつも墨で

真っ黒です。煙突が無い場合には玄関ドアに付いている郵便受けから家

に入ります。ピトさんの体は結構柔軟らしい。

●１２月５日

シンテルクラースがオランダにいる最後の日です。６日にはもうスペ

インに帰るから、この５日の夜にシンテルクラースが、オランダの子ども

がいる家を全部一つ一つ訪ねてくださいます。（シンテルクラースの前夜

と言われ、一番忙しい時です！）それで、シンテルクラースがいつも手に

持っている本に、子どもたちがちゃんと行儀を良くしたかどうか書かれ

ています。行儀を良くした子は、ピトさんの袋からプレセントをもらい

ます。行儀を悪くした子は、ピトさんの小枝のむちでお仕置きをされま

す。最悪の場合には、ピトさんの袋に詰め込まれて、次の日にスペインま

で連れて行かれてしまいます。（でもその事は全くありません）。ただ子

どもたちはそれをすごく恐れているから、特にシンテルクラース祭りの

頃にはオランダの子どもたちは行儀がとても良いです。

レムコ・ライコフさん

シンテルクラースの祭り

国際交流員レポート③

▲シンテルクラース㊨とピト㊧
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し

宇
山

光
雄

古
き
門
開
け
ば
軋
む
音
の
す
る

弐
百
予
年
を
耐
え
し
音
か
も

三
宅

良
子

℃
あ
れ
ば
温
泉
日
本
中

25謂
れ
様
々
に
名
湯
ば
っ
か
し

芝
原

末
雄

亡
き
伯
母
の
た
ま
し
ひ
眠
る
霊
園
の

小
径
に
そ
ぼ
降
る
雨
が
身
に
し
む田

鍋

邦
枝

短
歌

川
柳

先
頃
、
グ
ラ
ン
ド
商
事
㈱
（
平
山
剛
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
「
子
育

て
サ
ロ
ン
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
催
時
の
景
品
等
に
役
立
て
て
」
と
、
美

馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
く
の
物
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会

は
、
こ
の
厚
志
に
感
謝
し
、
社
会
福
祉
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄

付

俳
句

次
の
人
・
団
体
か
ら
美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

○
寄
付
金

美
馬
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

国
見
良
人
会
長

○
香
典
返
し
寄
付
金

平
山

文
男
（
露
口
）

善
意
銀
行
で
は
、
香
典
返
し
寄
付
金
に
つ
い
て
、
自
治
会
活
動
費
と
し

て
助
成
金
（
香
典
返
し
寄
付
金
の
半
額
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

善
意
の
ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
銀
行

竹
チ
ッ
プ
を
無
償
で
お
分
け
し
ま
す

国
土
交
通
省
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
美
馬
町
中
鳥
地
区
の
中

鳥
川
沿
い
で
「
環
境
整
備
工
事
」
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

同
工
事
に
お
い
て
発
生
し
た
伐
竹
材
に
つ
い
て
、
有
効
利
用
で
き
る

よ
う
チ
ッ
プ
化
し
て
い
ま
す
。
竹
チ
ッ
プ
は
、
畑
の
マ
ル
チ
ン
グ
材
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
利
用
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

竹
チ
ッ
プ
の
利
用
希
望
者
で
、
受
け
取
り

に
来
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
無
償
で
お
分
け

し
ま
す
の
で
、
２
月
中
旬
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
徳
島
河
川
国
道
事
務
所

美
馬
出
張
所
緯
碓63
２
０
４
９
へ
。

▲竹チップ
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戸籍の動き

お

誕

生

お

め

で

と

う

篠
原

慶
和
・
晶
子

〈
女
の
子
〉
ゆ
い

井
関

学
・
美
千
代

〈
女
の
子
〉
心
美
こ
こ
み

松
田
健
一
郎
・
享
子

〈
男
の
子
〉
秀

心

し
ゅ
う
し
ん

奇
鑓

裕
・
玲
子

〈
女
の
子
〉
万
葉
ま

は

泉
木

伸
也
・
美
智
子

〈
女
の
子
〉
こ
こ
な

吉
本
・
貴
哉
・
さ
ゆ
り

〈
女
の
子
〉
愛
琉
あ
ん
る

藤
本

守
・
真
実

〈
女
の
子
〉
凛り
ん

篠
原

賀
幸
・
恵
子

〈
男
の
子
〉
幸
治

こ
う

じ

岡
田

剛
・
美
和

〈
女
の
子
〉
和
子
わ

こ

佐
藤

剛
・
寛
子

〈
女
の
子
〉
愛
莉

あ
い

り

西
川

好
美

歳
82

三
笠

義
信

歳
73

山
口
満
壽
夫

歳
82

松
本
タ
マ
ノ

歳
89

國
貞
タ
マ
イ

歳
86

祖
川

賢
一

歳
79

堤

文
子

歳
89

藤
下

善
平

歳
85

藤
本

恒

歳
49

武
田
ト
ミ
ヱ

歳
85

西

初
江

歳
86

上
坂

倖
一

歳
89

大
横
荒
太
郎

歳
75

鎌
田

頼
信

歳
90

藤
森

光
繁

歳
73

脇
川
テ
ル
カ

歳
80

中
川

俊
子

歳
62

藤
田

孝
男

歳
79

西
條

辰
男

歳
82

下
家

村
一

歳
80

馬
郷
マ
ツ
コ

歳
82

秋
山

信
雄

歳
42

逢
坂
シ
マ
ノ

歳
95

大
塚

常
治

歳
76

藤
林

憲
治

歳
77

山
根

巍

歳
73

井
口

朋
納

歳
78

吉
野

壽
夫

歳
94

樗
木

俊
治

歳
61

高
見

清
春

歳
74

（
西
ノ
久
保
）

（
芝
坂
中
）

（
北

庄
）

（
駅

西
）

（
川
原
町
碓美
）

（
拝
東
北
）

（
拝
中
南
）

（
土
ヶ
久
保
）

（
木
ノ
内
）

（
上
棚
田
）

（
南
張
西
）

（
古
屋
敷
）

（
宮

北
）

（
岩

手
）

（
西
成
戸
）

（
阿

串
）

（
東
鎌
倉
）

（
大
工
町
）

（
ナ
ロ
ヲ
第
２

）

（
川
原
町
碓脇
）

（
中
宗
重
東
）

（
森
遠
２
）

（
西
荒
川
）

（
岩

倉
）

（
上
棚
田
）

（
拝
中
南
）

（
谷

東
）

（
櫟

木
）

（
柴
床
南
）

（
宗
ノ
分
）

（
奈
良
坂
）

（
拝

北
）

（
藤

宇
）

（
三
島
中
央
）

（
拝
中
南
）

（
大
北
西
）

（
宮

井
）

（
神

田
）

（
岩

倉
）

（
初

草
）

梶
崎
ヨ
シ
コ

歳
86

眞
鍋

悟

歳
82

東
條

千
代

歳
90

前
田

堯
資

歳
77

正
木

鐵
子

歳
72

三
好

保
信

歳
71

三
好
ハ
ル
子

歳
92

岩
雲

義
弘

歳
77

藤
本

晴
美

歳
85

篠
原
ク
ニ
カ

歳
94

蓮
池
ア
イ
子

歳
92

藤
河

清

歳
79

佐
藤

定
惠

歳
93

（
平
成

年

月
受
付
分
）

19

11 （
拝
北
南
）

（
中
宗
重
東
）

（
清
水
下
）

（
上
の
原
）

（
御
所
野
）

（
藤

宇
）

（
西
の
丁
）

（
麻

衣
）

（
宗
ノ
分
）

（
拝
西
１
）

（
拝
西
１
）

（
拝

北
）

（
浮

島
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

美馬市人口統計

前月より12月1日現在

－46

－34

－12

－03

34,130人

16,341人

17,789人

12,700人

人 口

男

女

世帯数

救 急 医 療 当 番 医 一 覧
電話番号病 院 名曜日月日電話番号病 院 名曜日月日

（脇）５２-１４１０高 田 医 院土51/（脇）５２-２００２西 条 産 婦 人 科木2012/

（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日6（脇）５３-２５２５酒 巻 耳 鼻 咽 喉 科 医 院金21
（脇）５３-６０１１と し ま 小 児 科月7（脇）５２-１０４５佐 藤 内 科土22
（脇）５２-１２５８成 田 病 院火8（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日23
（脇）５５-０３２１成 田 ク リ ニ ッ ク水9（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院月24
（脇）５２-１５２９脇 町 中 央 医 院木10（脇）５２-３０１１秦 眼 科火25
（脇）５２-２５８３桜 木 病 院金11（脇）５２-１１２２吉 川 医 院水26
（穴）５２-１２４３国 見 医 院土12（脇）５３-８８１１和 田 整 形 外 科 医 院木27
（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日13（脇）５３-８１０５市 橋 内 科 医 院金28
（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院月14（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院土29
（穴）５３-８５３０平 野 整 形 外 科火15（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日30
（穴）５２-２３０３峯 田 病 院水16（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院月31
（貞）６２-２００３北 川 医 院木17（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院火11/

（貞）６２-２０５３谷 病 院金18（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院水2
（貞）６２-２０６４古 城 医 院土19（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院木3

（脇）５２-１２１５大 島 病 院金4
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「美馬市教育振興大会」が、11月12日、美馬中学校で市

内の教育会やＰＴＡ、小中学生など約750人が参加し、開催

されました。

大会では市内小中学生で、他の児童・生徒の模範となる活

躍をした個人13人や６団体が「みまっこ健全育成表彰」を

受けた後、喜来小学校・三島小学校・脇町中学校の３校から、

平成18年度プラスワンスクール推進事業の報告が行われま

した。また、全盲のミュージシャン・堀内 佳さんの「ギ

ター弾き語りコンサート」が行われ、「幸せはお金では買え

ないが、自分が幸せと感じることができれば、いつでも幸せ

になれる」と訴えかけながら、人権について、思いを込めた

歌を熱唱しました。

▲オリンピックの経験を語った山本さん

楽しみながら人権について考えられるイベント「ヒューマン

フェスタとくしま」（徳島県・美馬市など主催）が11月10日、

うだつアリーナで開催され、多くの人が楽しみました。

郷土の偉人「三宅速」（みやけはやり）の生涯を描いた三島中

学生による人権劇「生きること」や高齢者への思いやりを訴え

た切久保小学生による人権学習発表会「共に生きる」、木屋平中

学生による伝統芸能「傘おどり」の発表や披露など、さまざま

なイベントが開催されました。

思いやりや正直さの大切さをうたった「アンパンマン着ぐる

みショー」は、子どもたちに大人気で、多くの子どもたちがア

ンパンマンに駆け寄っていました。

また、山本博さんの講演会では、「アテネオリンピックでは金

メダルを取ることのみにこだわるのではなく、自分の力を精一

杯出し切ることを目指した結果、銀メダルに輝けた」ことなど、

現在の大学教員である山本さんの体験を交えながらの話に、参

加者は熱心に聞き入っていました。

みまっこ健全育成表彰

●団体の部

岩倉中学校女子ソフトボール部

岩倉中学校男子バレーボール部

美馬中学校サッカー部

美馬中学校女子ソフトボール部

美馬少女ソフトボール部

少林寺拳法脇町東支部 小学生団体

ＨＵＭＡＮ ＦＥＳＴＡ
ヒューマンフェスタ とくしま

▲アンパンマンも参加したオープニング

▲受賞者を代表して賞状を受け取る
岩倉中学校男子バレーボール部
藤田悠輔主将

●個人の部 鷲辺 美咲（脇町小６年）

脇 美鈴（三島小６年） 國見 知世（岩倉中１年）

祖父江大亮（岩倉中１年） 西森 健太（江原中２年）

須藤 楓（三島中２年） 川西 徹（岩倉中３年）

前田 瑶介（岩倉中３年） 中倉由加里（三島中３年）

篠原 真璃（江原南小５年） 藤田 隼人（岩倉小６年）

佐藤 和紗（江原中３年） 中西 真菜（穴吹中２年）

みまっこ健全育成表彰受賞者（敬称略）


